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生産現場の情報に基づぐ宮崎牛の育種に関する研究

第 2報 種雄牛の育種価推定 と推定育種価 に基づ く交配計画の検討
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緒 言

前報1)において,生産現場における黒毛和種去勢牛の肥育成績及び枝肉成績から,宮崎牛の育種に

関する基本情報として,主要産肉形質の遺伝的パラメーターを推定した.そこで,これらの知見をふ

まえて,肉牛関係者がとくに強い関心､を寄せている D.G.と脂肪交雑の2形質について, 県内供用

種雄牛の育種価を推定するとともに,今後,これら種雄牛とその娘牛との組合せ交配によって生産さ

れる後代牛の育種価を,この推定育種価に基づいて地域毎に予測し,当該地域の改良方針について若

干の考察を行なった.

材 料 及 び 方 法

供試材料は,昭和59年4月から昭和60年3月までの1年間に,宮崎県で肥育され,同県内の2つ

の食肉市場に出荷された黒毛和種去勢牛6,656頭の肥育成績 及び枝肉成績のうち, 増体形質として

D.G.(1日増体量)と肉質形質として脂肪交雑についての分析値である. すなわち,前報1'で計算

されたこれら2形質についての種雄牛毎の最小自乗恒数と全平均を使って5), RegressedLeast-

Squares法 (RLS法)2'により,八つの肥育地域毎に供用種雄牛の育種価推定値を求めた･育種価推

定のために用いた計算式は次のとおりである.

RLSi- W ih2

4+(Wi-1)h2
,×LSCi

但し,RLSi:i番目の種雄牛の評価値,つまり育種価×1/2

*家畜育種研究室 **宮崎県高崎町役場
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り,逆に計画交配に沿わないパターンで生産される後代牛の育種価の分布は好ましいものでない場合

が多い傾向がみられた.したがって,各都市における育種方針はおおむね妥当であると評価できると

思われる.今後は,従来のように血統,外貌,公式の後代検定成績に加えて,本成績でえられたよう

な種雄牛の育種価から予測される後代牛の育種価をも参考にしながら,一層,濃密な交配計画を立て

て,育種を推進してゆくことが期待 される.さらに一万では,交配計画に従っての授精が完全に履行

されるように指導者と生産者一体となっての改良推進が望まれる.

要 約

宮崎県内で肥育きれ,県内の食肉市場に出荷 された黒毛和種去勢牛6,656頭の肥育成績と枝肉成績

から供用種雄牛の育種価を D.G.と脂肪交雑の2形質について推定した. 推定には,前報の遺伝的

パラメーターの推定過程でえられた最小自乗恒数と全平均を使い, RLS法によって八つの肥育地域

毎に求めた.ついで求めた種雄牛の育種価推定値に基づいて想定される交配で生産される後代牛の育

種価をも予測した.その結果,各地域で供用されている種雄牛の育種価の分布は,当該地域の改良経

過を比較的明瞭に反映しているのが認められた.しかし,半 きょうだい以上の血縁関係がある種雄牛

であっても,その育種価の分布には必ずしも似通いがみられなかった.また,当該地域の計画交配パ

ターンに沿って生産される後代牛の予測育種価の分布は,計画交配に沿わないパターンで生産される

後代牛の予測育種価の分布にくらべてまとまりがあるように思われ,しかも当該地域の改良の進度を

もよく反映するようであった.

以上の結果,生産現場の肥育成績や枝肉成績から推定した種雄牛の育種価を用いて,交配計画を立

てることは,当該地域の肉牛の改良を効果的に推進する上で有効であると考えられた.
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Summary

The field records of 6,656 Japanese Black steers in Miyazaki prefecture were used to
estimate the breeding values of 48 sires for daily gain on farm and marbling score, using
the regressed least-squares method. Distribution of the breeding values of the sires appears
to explain the improvement process of beef cattle in the local areas where the sires are used.

Using the estimated breeding values of sires, the breeding values of offsprings were
also determined to check the combining ability or nicking of a sire to the daughters of
others. Desighned mating tends to result in producing more superior animals than non
desighned mating. It may be suggested that it is effective in planning the conclete breeding
plan in an area to use the breeding values of sires, which estimated from the field records
for daily gain and marbling score.


